
平成１９年度決算（案）
説明資料
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保険料等収入が前年度比３．２％の増加

保険料等収入

２兆６，５３７億円
（前年度比３．２％増）

うち個人保険・個人年金

１５，３７６億円（前年度比△０．４％）

うち団体保険・団体年金

１０，６３８億円（前年度比９．５％増）

２６,５３７億円

２５,７０２億円

２６,７３２億円

前年度比
３.２％増

前年度比
△３.９％

前年度比
△１２.２％

年換算保険料

●新契約年換算保険料
９７０億円

（前年度比△４．７％）
●保有契約年換算保険料

１兆７，３１５億円
（前年度比△２．９％）

信頼回復が順調に進展。①個保・個年保険料の前年水準確保および

②団保・団年保険料の増加、が保険料等収入増加の主要因

※主要業績の概要はＰ９をご参照ください
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億円
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総合継続率、解約・失効率の状況が大幅に改善

総合継続率

「明治安田再生プログラム」に基づく

クオリティの改善を基本とした活動の着実な成果

解約・失効率

明治安田再生プログラム策定・実行（Ｈ１８．１） 明治安田再生プログラム策定・実行（Ｈ１８．１）

（注）２５回目総合継続率のＨ１９数値は、「明治安田再生プログラム」実施以降、平成１８年１月募集分から対象となるデータです。
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４回目総合継続率

２５回目総合継続率

１３回目総合継続率

０．２ポイント改善

９．２ポイント改善

６．９ポイント改善

０．５５ポイント改善

前年度比△１３．７％

※クオリティ項目の概要はＰ１１をご参照ください
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1,069億円
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567億円
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安定的な収益力を堅持。計画的に逆ざやを削減

基礎利益

基礎利益４，１５８億円
（一般勘定資産対比１．７０％）

引き続き高い収益力を安定的に堅持

逆ざや

責任準備金の追加積立等による

計画的な逆ざや削減に取り組み

逆ざや５６７億円

（前年度差２６６億円の大幅減少）
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平均予定利率(％)

基 礎 利 益 の 内 訳

平 成 １ ９ 年 度 平 成 １ ８ 年 度

基 礎 利 益 ４ ， １ ５ ８ 億 円 ４ ， ５ ８ ２ 億 円
費 差 １ ， ０ ４ ４ 億 円 １ ， ３ ６ ２ 億 円
危 険 差 ３ ， ６ ８ １ 億 円 ４ ， ０ ５ ４ 億 円

逆 ざ や △ ５ ６ ７ 億 円 △ ８ ３ ３ 億 円

逆ざや(億円)

4,681億円 4,582億円 4,158億円
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逆ざやの計画的解消に向け、責任準備金を追加積立

国際会計基準による保険負債の時価評価導入を先取りするかたちで、平成１９年度から３年間にわた
り、責任準備金の追加積立を実施し、将来の逆ざやの早期解消を図り、財務基盤のいっそうの充実に
取り組むとともに、お客さまへの安定的な配当還元をめざします。

Ｈ１９末 Ｈ２０末 Ｈ２１末

３，８８９億円

約６，０００億円

３年間
逆ざやの早期解消

６５％
８２％

１００％

責任準備金の追加積立
平成８年４月１日以前にご契約いただいた個人年金保険を対象に、予定利率２．７５％を用いて責任準備金を計算して生じた差額を、追加責任準備金として
段階的に積み立てます。平成２２年度以降も新たに年金支払を開始するご契約については、年金開始部分につき、年金開始の都度対応します。
平成１９年度においては、 ３，８８９億の積立を実施しました。なお、早期の積立を実現するため、危険準備金から２，７９８億円を充当しています。

財務基盤のいっそうの充実へ取り組み、お客さまへの安定的な配当還元へ財務基盤のいっそうの充実へ取り組み、お客さまへの安定的な配当還元へ

平成８年４月１日
以前にご契約い
ただいた個人年
金保険を対象に、
予定利率2.75%
を用いて責任準
備金を計算して生
じた差額
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平成１９年度決算（案）に基づく社員配当の状況

財務基盤の充実へ取り組みつつ、安定的な配当還元へ
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【個人保険・個人年金保険】
○毎年配当タイプ
・危険差益の発生状況等を勘案して、平成１８年度に引き続き、

４年連続配当率の引き上げを実施
○５年または３年ごと利差配当タイプ
・ハートフル配当率（特別配当）の一部引き上げを実施

【団体年金保険】
・株価下落等による団体年金資産の影響等を勘案し、インカム

ゲインからなる基本部分について配当還元。利差配当は引き下げ
たうえで実施

【団体保険・その他の保険】
・保険収支の状況等を勘案し、据置き
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責任準備金の追加積立

基金・基金償却積立金

基金償却準備金

価格変動積立金

危険準備金

価格変動準備金

その他

財務基盤のさらなる強化に向けて

責任準備金の追加積立
および内部留保等総額
は、２,３４５億円増加
し１兆８,３０２億円。
今後もご契約者への
配当還元を進めつつ、
財務基盤のさらなる
充実に注力

13,870
億円

15,956
億円

18,302
億円
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億円

　 　
　 　 　 前年度末差

１４，４１２億円 △１，５４３億円 １５，９５６億円

うち基金・基金償却積立金
（注） ４，１００億円 － ４，１００億円

うち基金償却準備金
（注） ３００億円 １５０億円 １５０億円

うち価格変動積立金（注） ２９７億円 １４５億円 １５２億円

うち危険準備金 ７，１６９億円 △１，９２５億円 ９，０９５億円
うち価格変動準備金 ２，１２３億円 １００億円 ２，０２３億円

＜ご参考＞
責任準備金の追加積立 ３，８８９億円 ３，８８９億円 －

内部留保等＋責任準備金の追加積立 １８，３０２億円 ２，３４５億円 １５，９５６億円
(注)基金償却後、剰余金処分後の数値

さまざまなリスクに対応するための内部留保等
平成１９年度末

平成１８年度末

内部留保等



48,866億円 57,686億円 45,384億円
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資産・財務内容において、トップレベルの健全性を堅持

ソルベンシー・マージン比率
１，３１４．１％（前年度末差△４０．８ﾎﾟｲﾝﾄ）

サブプライム問題等に端を発した厳しい運用環境下、

ソルベンシー・マージン比率は、１，３１４.１％

４０.８ポイントの減少にとどまり十分な支払余力を確保

実質純資産額 ４兆５，３８４億円
一般勘定資産に対する比率１８．５％

含み損益 ２兆３，９５４億円（一般勘定資産全体）

うち有価証券１兆８，９１４億円

（注）土地には借地権を含めています。
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行政監督上の
基準値２００％

％ ％億円

公 社 債 ２ ， ４ ６ ７ 億 円
株 式 １ ５ ， ２ １ ２ 億 円

外 国 公 社 債 ３ ８ １ 億 円
外 国 株 式 等 ８ ７ ８ 億 円

土 地 （ 注 ） ５ ， １ １ ５ 億 円



主要業績の概要①
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保険料等収入・保険金等支払金
平成１９年度 平成１８年度

前年度比

保険料等収入 ２６，５３７億円 ３．２％ ２５，７０２億円 
保険金等支払金 ２５，０７７億円 ４．４％ ２４，０２１億円 

うち解約返戻金 ４，９２６億円 △９．９％ ５，４６６億円 

新契約
平成１９年度 平成１８年度

前年度比

年換算保険料（個人保険・個人年金保険） 　９７０億円 △４．７％ 　１，０１８億円
うち第三分野 ２５９億円 △１３．２％ ２９９億円

新契約高（個人保険・個人年金保険） ４４，８３３億円 △１８．９％ ５５，３１０億円

保有契約
平成１９年度末 平成１８年度末

前年度末比

年換算保険料（個人保険・個人年金保険） １７，３１５億円 △２．９％ 　１７，８３５億円 
うち第三分野 ３，３８６億円 △０．３％ 　３，３９４億円 

保有契約高 ２，３４４，３４９億円 △４．０％ ２，４４１，２２１億円
個人保険・個人年金保険 １，２６８，３２０億円 △６．６％ １，３５７，９７４億円
団体保険 １，０７６，０２９億円 △０．７％ １，０８３，２４７億円



主要業績の概要②
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団体年金保険の受託資産残高
平成１９年度末 平成１８年度末

前年度末比

　明治安田生命① ６５，６３３億円 △２．２％ ６７，０８０億円
一般勘定 ６０，０８２億円 △０．７％ ６０，４７９億円
特別勘定 ５，５５０億円 △１５．９％ ６，６０１億円

　明治ﾄﾞﾚｽﾅｰ・ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ② １８，９０８億円 １１．６％ １６，９４５億円
　安田投信投資顧問③ ３，６４５億円 △３．０％ ３，７５６億円

合計（①＋②＋③） ８８，１８６億円 ０．５％ ８７，７８２億円
(注)両投信投資顧問子会社の年金資産受託残高（確定拠出年金向け投資信託純資産残高を含む）は時価残高を記載しています。



クオリティ項目の概要
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総合継続率（個人保険・個人年金保険）
平成１９年度 平成１８年度

前年度差

４回目総合継続率 ９７．０％ ０．２ポイント ９６．８％
１３回目総合継続率 ８７．２％ ６．９ポイント ８０．３％
２５回目総合継続率 ７３．７％ ９．２ポイント ６４．５％
（注）１．総合継続率は、社内業績数値の契約高ベースにて算出しています。

　　　２．各回次の対象契約は、４回目が平成１８年１２月～平成１９年１１月、１３回目が平成１８年３月～平成１９年２月､２５回目が平成１８年１月～平成１８年２月の募集分がベースとなっています。

解約・失効の状況（個人保険・個人年金保険）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成１９年度 平成１８年度

前年度比

解約・失効年換算保険料 ９４５億円 △７．０％ １，０１６億円 
解約・失効高 ９０，６７２億円 △１３．７％ １０５，１０９億円 
解約・失効率 ６．６８％ △0.55ポイント ７．２３％
（注）解約・失効率は、前年度差。



健全性指標の概要
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ソルベンシー・マージン比率、実質純資産額、リスク管理債権額
平成１９年度末 平成１８年度末

前年度末差

ソルベンシー・マージン比率 １，３１４．１％ △40.8ﾎﾟｲﾝﾄ １，３５４．９％
実質純資産額 ４５，３８４億円 △12,301億円 ５７，６８６億円

一般勘定資産に対する比率 １８．５％ △3.7ﾎﾟｲﾝﾄ ２２．２％
リスク管理債権額 ４２３億円　 △33億円 ４５６億円　

貸付残高に対する比率 ０．６８％ △0.03ﾎﾟｲﾝﾄ ０．７１％

一般勘定資産全体の含み損益
平成１９年度末 平成１８年度末

前年度末差

一般勘定資産全体の含み損益 ２３，９５４億円 △13,629億円 ３７，５８４億円

うち有価証券（注１、２） １８，９１４億円 △14,379億円 ３３，２９３億円

うち土地（注３） ５，１１５億円 759億円 ４，３５６億円
(注)１．時価のある有価証券に加え、時価のない有価証券（外貨建の子会社株式及び関連会社株式等）を為替評価した場合の含み損益相当額を記載しています。 

　　２．有価証券には、ＣＤ（譲渡性預金）等、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるものを含めています。 

　　３．平成11年度末（明治生命）および平成12年度末（安田生命）に実施した土地の再評価による「再評価差額」を含めています｡また、借地権を含めています。 

国内株式含み損益ゼロ水準
平成１９年度末 平成１８年度末

ＴＯＰＩＸベース ７５０ポイント程度
日経平均株価ベース ７，５００円程度
(注)１．日経平均株価・ＴＯＰＩＸは、仮に当社ポートフォリオが日経平均株価およびＴＯＰＩＸにフル連動するとした場合です。

　　２．株価指数と当社ポートフォリオの過去の連動性を用いて算出した場合、日経平均7,200円程度、TOPIX700ポイント程度です。

７２０ポイント程度
７，４００円程度
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